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「益田市地域商業等支援事業費補助金」

創業に際し、色々と不安はありましたが、商工会議所の支援を受け、本
補助金を申請し、活用できたことがオープンへの大きな後押しになりま
した。様々なシーンで、気軽にご利用ください。

ちょっと
気になるお店

１人で仕事帰りにコーヒーを飲みに、
結婚式の打ち上げや２次会にもご利
用頂けます。（最大46人）

ジャマイカから取り寄せたスパイスを使って
作るおすすめのジャークチキン

vol.77
　ＩＲＯＯＴＳ（アイルーツ）は平成29年８月、駅前町にオープンしたミュージックバーであり、市内に
数少ない音楽メインのバーとして若者を中心に支持を集めています。店名の「IROOTS」はIsland Roots、
直訳で「島根」という意味です。
　以前は高津地区で営業されていましたが、当時店長として約３年間勤務していた酒井代表が「いつか自身
が経営者となり当店を運営していきたい」と、その実現に向け検討を重ねていたところ、前経営者からの事
業譲渡が合意に達したことから、引き継ぐ形で駅前町に移転しオープンしました。
　開業にあたっては内装工事や看板設置等に係る費用の一部について益田市地域商業支援事業費補助金を活
用、商工会議所は申請書等作成の支援を行いました。
　現店舗は以前と比べ面積が約５倍に広がり収容可能客数が大幅に増加、固定化･限定化しつつあった客層
を広げ、より多くの方が気軽に立ち寄れる店づくりを目指しています。
　収容人数やプレイスペースが広がったことで多彩なイベント開催が可能となり、益田における音楽発信地

としての役割も果たしたいと考えるなど、意欲は尽きません。飲食店が集積す
る駅前地区への出店により、主に2軒目以降に利用したいカフェ的雰囲気を持
つ店を目指しており、酒井代表は、市内の栗栗珈琲でも働いた経験を活かし、
コーヒー豆等も栗栗珈琲から仕入れ、カフェメニューも提供しています。
　酒井代表は、地元の若者に、「やりたいことが都会に出なくてもできること
もあるよ」と伝えたいと語るように、当店の存在が「益田に残りたい」という
思いや「益田に対する誇り」を感じる理由の一つとなり、結果として市外への
人口流出に歯止めをかけ、地域の活力と若者の意欲が低下することを防ぐ一助
になりたいと考えています。

　商工会議所では、商品開発や販路開拓の取り組みの為の補助金
や助成金について計画策定から実績報告まで支援を行っています。
今回は活用された事例をご紹介いたします。

利用した支援策・制度等
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